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放流用種苗育成手法開発事業(平成26年度/国庫委託)

「効果的な輪番禁漁制の実施に向けて」

一解禁期間の検討ー

目的

輪番禁漁制とは，解禁する漁場を時間的に交代させる漁

場管理手法である。渓流魚の輪番禁漁制については，イワ

ナで2年以上，ヤマメで l年以上の禁漁としたときに，全

長 15cmより大きいイ'ワナとヤマメで個体数増大の効果

が認められる。 1)2013年には 2010年から禁漁とされた 8

カ所の渓流漁場において，禁漁、後の資源量変化を調査し，

輪番禁漁制に適した河川について検討した。 2) この結果を

うけて， 2014年は lカ所の渓流漁場が解禁となった。そ

こで，当該河川|の解禁後の資源、量変化を調査し，解禁後の

漁獲圧及び効果的な解禁期間について検討した。

材料および方法

調査場所 調査は栃木県北部の利根川水系・男鹿川|支流

の l河川|で行った(図 1)。生息、魚種はほとんどがイワナ

だが，本流から lつめの滝までの区間にはヤマメも生息し

ている。この河川は， 2010年3月から休持者、とされており，

2014年3月から解禁された。林道が整備されているもの

の，本河J11から約 3km下流に鍵のついたゲートが設置さ

れており，少数の地元住民(ゲート より 上流にワサビ回が

あるなど)以外は通行できない。
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図1調査場所

網掛けは調査河川を示す。調査は両矢印の範囲で行った。

調査方法 流程200mの調査区聞を設定し，毎年8月に

電気、ンョッカーを用いてイワナの採捕を行った。採捕した

イワナは体サイズによる採捕効率の違いを考慮、して，全長

組成から 0歳魚と l歳魚以上に区分した。 l歳魚以上のイ

ワナの各区間 2回の採捕における採捕個体数を用いた除

去法によって生息個体数を推定した。個体数推定にはプロ

グラム CAPTUREを用いた。
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結果および考察

生息密度の変化 1歳魚以上のイワナの生息密度は禁

漁後増加し，解禁前年 (2013年)には21.15尾/100m2に

達したものの，解禁年 (2014年)には 9.83尾/100m2に

まで低下した(図 2)01年間の解禁によって禁漁年 (4年

間の調和平均:16.13尾/100m2) の61%にまで生息密度

が低下した。
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図2 1歳魚以上のイワナの生息密度の経年変化

エラーパーは9日信頼区間.灰色のエリアは解禁年を示す。

全長組成の変化 l歳魚以上のイワナの全長組成の経

年変化を図 3に示した。解禁年では，全長 15cmを超える

サイズクラスのイワナが少なくなっていることが見て取

れる。

:jhkι 

:j山KL

;:;jh同作

3ω 

3∞ 

3∞ 

::j2m加作L
150 2ω250 3∞ 
全長(mm)

図3 1歳魚以上のイワナの全長組成の経年変化

黒塗りが解禁年を示す。解禁年であっても全長 15cm以下の

サイズの漁獲は禁止されている。
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3つのサイズクラス(全長 15cm以下，全長 15cmより大

きく 20cm以下，全長 20cmより大きい)に分けて採捕個

体数を集計したところ，禁漁、年と解禁年で全長組成が異な

り (χ2検定 p<0.05)，解禁年では全長 20cmより大きい

サイズクラスのイワナの割合が 25%から 11%へと減少し

ていた(残差分析 p<O.Ol)。このことは，より大型の個

体から釣られやすかった， 4.5) もしくは大型の個体ほど持

ち帰られる割合が多かったことを示している。

表 1 1歳魚以上のイワナの全長組成の禁漁年と解禁年の比較

-150mm 15G-20Omm 200m館 w

禁漁4年
149，馬 154罵 100~ 
(37%) (38%) ~..!~_?~2… …………m 一 …一一

構禁事与
32尾 26尾 7尾
(49%) (40%) (11%) 

漁獲圧の検討 l歳魚以上のイワナの生息密度は禁漁

年の 61%にまで減少した。イワナの資源量は禁漁河川でも

大きく変動する5)ことから，すべてが漁獲の影響とは言え

ない。ただし，別途実施したアンケート調査 (p40-41)か

ら，本河川に入漁した釣り人は年間延べ 194人 (CV:0.42)， 

イワナの釣獲尾数は年間 970尾 (CV:0.55)，持ち帰り尾数

は年間 658尾 (CV:0.63) と推定された。アクセスが困難

な漁場にも関わらず，漁獲圧はかなり高かったと考えられ

る。また，禁漁年の平均生息密度と漁場面積(流程2，560m 

x)11幅 3.7m)から解禁前の生息数を 1，528尾と仮定する

と，持ち帰り尾数の推定値はこの 43%にあたる。これは，

生息、密度の低下の程度とよく一致する。これらから，本河

川では1年間の解禁によって生息数の約4割が漁獲によっ

て減耗し，特に大型の個体ほど減耗が多かったと考えられ

る。大型魚ほど l尾当たりの抱卵数が多くなるので， 6)産

卵量への影響は生息数の減耗以上に大きいと考えられた。

解禁期間の検討 本河川のイワナはl歳の8月で平均全

長約 14cm， 2歳の 8月で平均全長約 20cmとなり，寿命

はおおむね2年と推定されている。 2)このことから，漁獲

の対象や産卵親魚はほとんどが2歳魚と考えられる。また，

今回，本河川の漁獲圧はかなり高く，特に大型個体ほど影

響を受けることが示された。解禁期間を 1年に留めた場合，

解禁年の産卵量は減少してしまうが，翌年には解禁年でも

あまり漁獲されなし、l歳魚が2歳魚へと加入してくること

で，産卵量の大幅な回復が期待できる。一方で，解禁を 2

年続けた場合，生息数の減少と産卵親魚の小型化によって

大幅に産卵量が減少すると考えられる。したがって，禁漁

後の回復を早めるためには解禁期間を l年に留めるべき

である。また，禁漁期間中に増えた年級を利用できるのは

解禁2年目までである。したがって，漁獲のみを考えた場

合には解禁期間を2年とすることも可能だが，解禁2年目

には漁獲サイズが小型化し，釣り人の満足度が低下するこ

とが想定される。これらから， 3河川以上の休漁河川を設

定し， 2年以上の禁漁と解禁 l年のサイクルで輪番禁漁制

を実施していくのが効果的と考えられた。
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調査試験報告要旨

放流用種苗育成開発事業「効果的な輪番禁漁制の

実施に向けて」一解禁期間の検討ー (p38-39)

4年間禁漁を続けた渓流漁場を解禁し，イワナ

の資源変動状況を調べました。その結果， 1年間

の解禁によって大型魚を中心に生息数の約4割が

漁場から持ち帰られたと推定されました。大型魚

の減少は産卵量の低下による資源量低下につなが

ることから，持続的な漁場利用を考えると，輪番

禁漁制における解禁期間は l年に留めたほうがよ

いと考えられました。
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